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日 詰∃ id

電気℡管用点火王i･大矢串で伝洪させ1=場合及び守

銅管中で仏9指 せT=38合について,その鰍 沢を講

述側 により約 3Ⅸかつヤ/参 の逆圧で瀬野し,そ

れらの写Dtから点火3:の腿 越ttを堺朗しよ うとL

T=｡又点火∃三を Cojlllngした格倉と,しない頓合の

伝鏡に及ぼす影串を比較故附した｡

皿 杖科及び雄撫 ZE

L tt LI

Ft希 として二筋点火王 (節-Jyはダニ ItzソV'/

A-シソ史 5mg,二RFはtJタンTンモy十姐梁偶力y

(1 り 5mg,何れもコt･ジ*ソ液温討)及びこ甘点

火式をEZEzBの如くConllrlgLt=ものを使mした｡(以
下開点火三を夫々CllOtlT)gの11いもの,あるものと路

｡称する)

2 苅迅JE船影出漁彰旗はM 式 L6mm芯迅舶 IJf)を位

相 Ll二｡細 れ附の職 4日tlTnemZlrkcr

)には小型の同棚 IJtab的ている机 これはEr己細 型

邦特技正を新たE=転作LT=｡PPち図2a)h]く音叉

葵芳容の出力t圧を均向し.ィ､堅木 *ソダT一菅 (以下

ネチ-/菅と珠称するJl1-)を菅又と同一の月正数で見渡させて,こ

Llを封吟信号とLT_｡又瓜火3;-官話が琵れ始め1=醗Wを知るT=め.

点火王と並列の皿拓に郡のネオン甘.1'!今生枕LT=｡こTlら2個のネオン管Ill
J,lt':を奴野営面の一部へ何時に投影

することにより.点火L■ clilは

~1-0 割岬fgサJll菅又罪d
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であるT=め屯の髄が対す時は,同梱避妊以下で四転

を放けることがあり,この
鎌な状厨に陥っていること三の葬火蓋れ燃S#状況の時間的変化時の 式掟が可供

が蘭ZtiLこ判別出来rLいので姐影F e



すりgクスの旺方に光jhpJを放き点火王のバックを的る IO

くして地形を待つ1-a

本宍験はナ-てJH火電流を一定にするため2∞VL=

充電LI二着敢23(5∞FLド)をq:ifLとし,点火回路の抵

抗を常i=200O に絹醸して,Jrr火取託の初慌払,-2lA

にした｡軌 間抗日の時Tr.R的変化は

l-(I一/If)eト '/CIl)

の式で薮b召il図3の如きものである.

3 7E gL 担】星古

t屯田錯雑 宅世の電民団報:三図4の如きもので,

交誠屯謡を変圧器 1'▲.T三で空圧し,豊掠哲1′でR空を

通じて蕃碓匹Oに充屯するのであるが,その充記々圧

の72!応は JIlで行 う｡蓄電欝Dが芳分に充罷されると

恭一 ソ腎13が瓜灯して契放準附の出jklt:1=こ とを示

す｡この時スイ･'ナS_及-i,'S3を封 じれば通TJL樹 IO 20 30 4o JO
t(きLJでコンL')

王ヨ 3

ソ'l220V/tく
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JJ‖ll･抑勾 荊Eal連中 祇姓は:撮影に上る怒気雷管Jil占火まDt5酪Jこ関する軒先 (その-) 】85

用土オン管J!及び点火三 (2,]=に放TE々 軌が流れ

るのであるが,･53は挺電解(=/i:つておりSI･fを閃くこ

とに3:つて点火回報がmじるエコになっている｡S一は

芯違反設影堺のL,バー/Jl(般形を始勤こせる1=めの

ものD図 2参照)に取り付けてあるから彬 折】始13,.

L2 経花器によるわず かの矧凪 tの臥 m 阻始とTJ

. - t

TI 和 合コイA,什8瓜:ps℡又
l′16S.4'7Gl' l′212Z'
Il 電辞林手(lOOV,60bllS) te 山力濁す

7=)D国中R.は青空ン管の茨淀抵抗才.lrt,11日まA!ミ火王

に流rlる電流の御伽立(lA)/i･現防するための車抗 措き

ぞぁるDO及びj4ほ夫,[古文発邦貨･iと棉締郡であって

電気岨粒は団5,函6E:示す通 りである｡

菅又発托鰐 0は8COサイク′レの小四領叉を別三鮎

真空管の陰極喜吉台･方式と紐JA合わせたもので.その出

力電庄を喝措器ノーで増絹してオオン管 _＼lTi,発光させ

る｡契験Lこ使用し1=ネオンで 一＼L,.h2,Avの放芯開始

REEはO-70V位であるが,投影博行に含まれるJYl,

1㌧は通常の畳光政屯では.この彬 l二は再出不足とな

るので,琵う改 正をも含tJ態度の故花状瓦買にまで屯洗

を増加して輝度を戒めることにLI=｡このr=yJlrfに

対しては直列老茄 Rlを小さくし,1.に対してほ糊枯

2:"Tを用い,且つその利は消防を行って庄忠の軽度が

はられるようにし1こ｡ 筒ムーJの瓜泌 ま交読 (800サイ

クル/秒)によるものであ,-Jから･̂Jの的幽か 】/L6∞秒

矧 二夫々交互に発光するC文商用支部の7,1群軌 ま共政



･の前足周遊財 rで滞勺定Ll=｡

< フ ィ ル/ ⊥

フイル ムは 16mm An封Oparl亡h･OmELILei,Im を

任用し,メll-ル叫源の阻力現倣策で300C.2分間

の必至亘I=より最も好観 か柑らhた.

皿 大気中一で燃焼 させた租合

l 矢掛 (その-)

最初'=予鰍 験 として各氏火玉を大丸中で棚 させ

7=掛合:こついて投影,を待つ1_｡その結果は琴井部-及

び写冥第二の如きものであるE, (投影過酸は各々2BBC

コマ/捗 .】T)Sは mll】.se(ton(1の絡)

1) 二帯11火玉 (55'1'主都-)
写実①は燃鯛耶即ち通花鼠的ITuJTrL47両の中火が放火

三,上方のネオン管が即時JfJ,下方のものが並苛相知
用である｡写井①は下方のネオン甘hL光った時,即ち

通可脱胎の区間でこの時をもって OmS(那 lコで)と

て~るo萌 】コマより肪14コ一塩は変化が穀雨1こ現われ

ていない｡写耳⑧ (幻15コマ,通思抑飴妓49111.S)で

点火玉串央が白く光って変化をおし始め.引き庶き牢

英① (郡16っ1 52ms)で瓜火芸の先脚 が鼓要し

て欠け.これが野菜⑧(荻17コマ.56ms)で粉末とな

り蕊方に発散する｡写其⑧ (煎25っヤ)即ち遠屯恥
哉83msで白金線附近より始めて火焔が発生して柚

に大きくなり.写其⑦(ホ2Bコマ,91ms)では点火3:

閉方に乾がり成長して,琴英⑧ (煎19ゴヤ. 1671m)

に至って火焔が最大となる｡その後はま王えて小さくな

り (牢期 ).牢恭⑬ (酌92っヤ.316m尖2)では鰍 よ

全く杓えて額が凍 r)文白金軌 ま切れずに光っている.

2) coatLngLT_二倍ノミ火玉 (牢芥m=)

牢其①は l)の勘合と同様に通花押飴7mで,ir5:井⑤

は適花EL日放 (酌 】コマ.Oms).瑚 ⑧ 偶 t6っマ,52

1nS)に至って始めて放火玉の5?之JlLi'二変化が起り,等式

へ①(荊17コマ,56ms)で兜璃部が欠けて粉末とtLr)派

散するQ写St⑤ (酌21コマ.69mS)で欠けJこ放りの

四部より郷 を舶 し.牢井⑤ (約23コヾ, 76tns)

を恋 て写共⑦(B!88コマ.302msJで火払最大と
なり,以技は写罪⑧ (餌113コマ,399ms)の如く漸

次繋九写其⑨ (如143,ヤ.1931T,S)で焔が杓える.

写燕⑦及び⑧のiE]く火焔が前方-籍長く伸びて燃焼し

ていることは,coユUL)gのある点火∃三の仏額に特有な

もので,これを我々は仮Lニ虚実状鋤 を呼んでいる｡

錯 eozltu)どLl:点火まで花餅不充分な砂倉は,適屯

後約 日OzrLSでも王1ご燃 せ私扶し.その叩火鰍 ま不

湧別に大きくなつT=り.小eくなつ1=lH戎川よ火7Eが

∋71放し1こりして一･這Lfj:い｡

2 考 察 (その-)

り及び2)の槍含各blの彬 指典は支 Ⅰの如きもの

で,JIは通電Ba姶後点火式の出面に変化J:e掩聴出来T=

最初の時rHl,rlは藷火を始めた時rill,rnPLは火焔が救

大と''_(つた時間,1.はW E:7時附である｡

∫ I

=居軸 三,三竺 ヱ Lr竺 竺 三ヱ 二
交イヒE対的 (∫/) 49 57 と'7 4占 52 54

凝析附的 (Li) 83 78 99 89 69 75

火旭】TL大(l..LIL) 167 224 158 146 303 250

位摂完了 (L｡) 31･6 360 299 JI56 493 549

(祉) 刺 立 TrLLllJSeCOTld

この髭に示す通りAJ火三(=q:読 (初期伍 】A)毛in

ずるとSms前後で変化を良し始め,先婚執 i粉末とな

って飛放した雀.7-9msで石火し.15-30mSで火輪

最大とfJ-?).以後はぎ凡て惣挺完了は 知一････50zl唱であ

る｡文 co.ltlZlgの有無l=よる臣窮は次の通りである｡

]) 発 火遅 れ

いずれも通電開始と同時i:発火せず政 rTuの枝,始

めて業火する｡即ち遠屯筏白金矧 二上り点火王の串一

骨がuス化昏足弓し,一言lが粉末とJIrり汎放しT=雀.始

めて夏毛詔より発火するのであってcoatl71gの有無に上

る藍は殆んと嘗められTrい｡

Il)葬 焔 方 向

coat】ngのない点火玉の均合には,発奴在筏,火焔

は必ずしも前方-のみ進行するとは取らfJ:いが (例え

は軍票的-,⑥では慣8万より燃腕している)

荘ちt=全繋面に伝落して四跡 :拡がるQこれL:反し

て coatlngを施 した点火王は飛散後凹型となり.早

の凹郡にある白金線附迫より諮火して, 焔はmZFへの

み点 く伸びいわゆる鍵実状燃焼を逢す｡

Lll) 雌 株泣時rLll

coat】ngのない点火王の腕 組時rinlま30TrL'?前後

であるのE=比較して,coatLI】gのある爪火京の触 挺

枕時間は長 く,50msll.Tl後である.これは 11)に於い
て述riTこ如くcoatltlgのた桝 =火焔が点火三の全米面

に伝等壱せず,前方へのふ主監行するからである｡

Ⅳ 普Fa管中で鮒 させた場合

1 英 鼓 (その二)
点火三を雷管串の状態[=近づけるTこめに守朗書中で

腿 ∈せた.即ちEZL7のPJ]く内怪6zTLmの石英菅に夫
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Jlll1l･汁JlITi:り･#･E･ ti謹riJ'EEjJこ上もT!:u訂苛稲L･.火¥の愁史に帖 TもRT克 (その一･ T&7

年E7苅 - … llrlgI)1.I.火3=､ 2ef0-1-I/抄



188 コ1.繋 火 薬 肌 会 .it 節 1･1怨 節 3mf

:,_i昆第二 (ぐJntingの3,ち.Ii.火:1ミ) 2eeO コl･/抄

､1)
一割



(IEH･沖応･矧 ''J･激･l'../.I:)'池場爛熟 こ上るJ.正気節辞Irl.L.'.i火:-1ミJ)鞍手かこlu･T引掠究 くその-) 18g

lII:折節三 (有孔松のない増分) _TeO コ･､･/抄



190 J yl九 三石 仏 111 左▲lZy._< 節 IhT

写抗 lTnq HJ71.枚})IもJ話合)



lllLll 沖応 芳軸 旋小 布速FBiit影r=上る電気符背Fgl･火玉の燃鰍 こFmLTも研究 (その-) 】91

/l三守*火三＼＼lMSDEq妊81まれ鼓▲腐支ztたd･.7(S).砂鉄

々ミ9-t･コyr℡管用軽時事と共 に沓点火王を封入

し,何時に点火させて講火の状態,-2比較菰野LT=｡そ

の梅巣は牢兵第三.妨四のb]きもので,牢其負号三は有

礼較 (麓述)のTJ'い敬合.写其餌四は有孔缶を附した

掛合であるE, (紗 韮庶 2960コで/昏)

L) 有礼駐 (延特集押え)がない教会 (写其第三)

笹井①は…珊 開始前で上の久オン菅が邦特用.下のネ

オン管が池屯和知用であり,文上の石英管*の点火玉

はCOatlT)gのないもの,下の石英菅のものはeoatLng

のある放火三である｡牢托㊦は通屯批 時のもので,

1L'のネオン管が光っている｡これをOmb(妨 1コLT)

とする｡牢英④ (軒14,†,44mS)でCO;ltlTlgのな

い方に変化が現われ始め,琴穴(丑 (第16コマ,51rnS)

で発新開地しているが,13oatLngの73火芸は,まだ変

化がないO写其(良 (約17∃･V,541nS)でeoatlZlgの

fJ:い方は火焔が延噸 面t:司還し,写輿診(節20コマ,

64111S)でco:lLlngの二万は始めて変化が現 われ て い

る｡琴共e)(約22コY,71m5)ではCOatlZlgのfJい

方は火枯較大となり.-L/-シF'ソi,起して'Llる｡一

方 coatlt】gの方はここで発杭を馳 し,写舶 (銚25

ゴマ,8】1nS)で火焔が脚 面に 到還して.写真⑨

(妨30コ†.9.8m3)で火縦 大とな り,co･TIt.I】gの1L

い方は襲え始めている｡いすnの点火王も廷時葉には

既に許火している昏であるが.印面

には現われていない｡rS点火玉のhTTz

が殆んと汀1えている的 (琴其の .窮

61コマ,21ヨms)妙 8単性艶筋がか

すかに現われている｡

2) 有孔摂 (抑 え)がある

初台 (写榔 四)

ミ y t コソV常軌 こは延8接と点
火式のrHに初孔内管 rii脚 え)

が却入されているので,内管がな時

茶器火1こLiはナAi野を摂摂し1_｡内

管では放火三が外芯から見え1J:いので脚 面'.=内管

と同じ放火孔をおっ1_親蛭 (有礼較)を附し,1)の場
合と同様(=閃点火式を･放牧させ投影LT=｡

等式①は隈始7mで有礼甑は厚さが麻 ､ため革具では

認め楚'J､.琴米①は激怒附船 (窮 】コマ,Orbs).牢共

(酔 (都13つて,ilm5)でco･itLr唱 のない方が変化 し
始め.写｣符》 (矧 4こ,.Y,44mゴ)に至り触 評で粉

末が発散してし ろ｡L=DatLllgの方はここで始めて変化

を良し.写真⑤ (那 15コマ,47.n:i)で光蒲田1'が欠け

て勤末が謂nLIEp,Lる｡ 輔 Q)(舗L6コ､,5t111S)

でeo【ltLTlgのないカ は鎮RSより発端取払して,琴其
⑦ (約 17コで,SLLms)で火焔が姓口練 瓜 二到述,一

方,coLItLTlgの方は薙焔開始し.瑚 (酔(約 19コ マ .

6llTIs)で火Frlが掩鴨難敵 こ到油している｡堺異境)

(郡23コマ.74ms)で間点火3;ilち火輪転大となる.(,-

レ-シZ'yを転している)以偵火矧 よ次郎に茨え.翠
罪⑲(耶37コマ.122ms)で既に棚 に恐火している

と思われる机 1)の掛合と同軌 琴井では隈め軒い6
2 考 摂 (そのニ)

密閉野中の各場合!:ついての鼓i影粘狐よ912の退 り

である｡

この表より,通電後爪火玉が変化し始める時ri"rIは
CoJltJZlgのないものは 40-5'm51であり,一方.

IL( =

JE rB火 ま t:○且tJTlgなし contlngあり

1f 孔 枇 (ji特発押え) 無 和 蕪 村
- -- - 一- ･･一一一一- - ､一一一ヽ

変 化 J井1 折 (Ll) 40 44 49 54 4L 49 50 j9 64 70 日 45

雅 仏 関 野.(EL) 50 51 63 6L. 51 52 55 36 71 76 51 52

火蛤Zf坤琴fbJIく封遜(lA) 53 54 66 71 5･i 56 57 59 81 78 61 56

火 地 llLと 犬(tnnl) 73 71 80 88 7q 63 83 73 98 92 74 6J

鞍 点 完 了 (I.) 553 308 Li27 372 297 267 38.0 361 172 230 260 243

(恥) Bi位 TnlZI】second

51



eoatl吋 のあるものは 44-7OtT)Sでr･Tltlgeか大きい

感である｡又発焔開始柑EmLJ,火焔到遠時間 Ii,及び

火焔帝大時rrhlnLW Ji)E旨々 回付であ,30

以上の突放鈷紫より次の串が考えらrtる｡

1) 挫時斉符火終始時間

娃時薬の講火は点火王の火焔が延時繋 面に試適LI=

時r.JlI/･と火払鼓大将rinA.ltnIとの耶':行わTlろと考え

られるが.現':言仝-1:h]くノ､V-5,コソにより湖忘不

倍であった｡

Il) 有礼鮫の影腎

石孔鮫の有矧 こよる延等薬講火の藍異'1本英負1=於

いて 】)と同法の理由により認められなかった.

lH) 大気中で鮒 させた場合との比較

大矢中の取硬と｣増 して,柁訳せ*では発矩策絵等

関 ILが早くILり,更'=火焔貴大時間l,.hXは大気中の

場合の約jiに拓内岩れており,文火枯穀大時を中心と

し1､約5コV (15ms)のrglは/-ソ-シフソを志 して

いる｡これはと火三の繋室各校が小zLいから点て故にiZl

産及び庄力が上昇し発WJ雛 が早くfJ-り,且つ掛 ､空

間:=浮遊している飛散粉末∫二も殆んと同時r=譜火しな

原寸る7こめと考えられる (粉体揮発).

n E詔 括

初句渋1Aで席火玉を軽快苫せ1こ切合の拓選炭撫彰

ド.tる契験結果を扱拒すると,次の如きものである｡

l点火三は適旬朋地康,忙ち(=鮒 せず一瓢朝来
となり飛放し1=銀.始めて班環は り焔を弗して燃焼ナ

るE,即ち剃 迄には数 TrLSの狩火遅れがある.

2 点火王の捜決は大穴中と密BL;甘中とでその状況

今月にし.幾者の妨合は飛鰭 末により一俵の掛陸棲

等を起す｡

3 ⊂oatlzlgを昆した=有点火玉は,CoatLl1gのな

い二倍瓜九三1=比較して発火遣れのTTLngeが少し大

きい｡

終りになみ茶研究につき荘々彰聯旨乱 視戊助を施わ
つた京痛大学教授平政良雌.後弊傭平間先生t=対し.
1gく称礼【PL上げる｡胤 勝 には松木健三民の旅カ

をx2いT:,祝してま姑の執念をa:する｡
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2) 北川紙三 11y析珊鈴の研究 (釆舟31)

寄 蕃

爆薬による衝撃破頓変形下の最大主歪の分布

(昭印 284filO月 lR受刑)

桜 井 武

(El本油脂武豊エJB)

1 位薬による実額

-つの板持の汚濁!:左右対称に提葉を違いて許をし

たとき,その物件中央に特異な亀裂が生ずることは先

l:逮ril二がlJ.この乱撃は左右から蝕 力茨として

過行して萩7ー好草野の堀英の路果引き記され7=盟力に

もとづくことは督易に想像される｡この男鹿rJ利用し

て.伽 【こよる様な勤的な変形!:於ける歪の分布を辞

づ的なそれとbt:較してみ1こ｡

懲1野繁物体として舟を用い7二が,従来の実験のよっ

tL円柱とせず.聯否が正方形の角性が申旅する (正方

彰の｢辺は37znzn,長 川t:m)｡次E=これを四方好渡し
,'.:鉄板で作つ1こ四角形の寄港の中央に封じ,その間偶

に3∞gづつ勝 を鼓ERする｡そして2穀の同じ長さ

の切抜技で点はす,-J｡

現い操業例えは新柄dイナマlH では,この四角tt

は完全に中央からちぎれ飛ぶ仇 自彬ダイナマイトで

あると,円tEの取扱で見らIrLl_様な形状の&頭が見ら

れる｡任〆イナマイh 無力-1)クtも萌しいね裂を

挽した｡けれどもこのちきれ飛ぶものと血裂として採

るものとの*ntlの威力を荒ナ械rEは串に上ると,今ま


